（法第10条第1項第5号関係）

設　立　趣　旨　書

１　趣　旨

・　定款に定められている目的や事業に係る社会経済情勢やその問題点

・　法人の行う事業が不特定多数の者の利益に寄与する理由

・　法人格が必要となった理由

等

２　申請に至るまでの経過

・　法人の設立を発起し、申請するに至った動機や経緯

（活動実績がある場合は、これまで取り組んできた具体的活動内容）

等

○○年○○月○○日

特定非営利活動法人○○○○　　　　　　　　　　

設立代表者　住所又は居所　・・・・　　　　　　

氏名　○○○○　　　　　　　印　

＜様式例・記載例＞（法第10条第1項第5号関係）


設　立　趣　旨　書

１　趣　旨

私たちは今、未来に向かって解決しなければならないたくさんの問題を抱えています。環境破壊や地球温暖化、地域紛争や南北問題、そして、食品の安全性や医療過誤、高齢化社会への対応、福祉や人権の課題、教育問題など、広範多岐にわたっています。
この２０年ぐらいの社会の変化の中で、環境や福祉、人権や人間形成、文化芸術活動や、まちづくりなどに対応する形で、新しいタイプの市民活動が生まれています。こうした市民活動団体の社会的認知の向上を図ったり、ボランティア活動、市民運動、市民活動、市民事業を行っている団体相互の連携（情報の共有や業務連携など）、企業・行政の市民活動団体支援制度の創出が急務となっています。
こうした状況の下、山梨県におけるＮＰＯ活動の推進を図るため、ＮＰＯ支援機能と県内各地域相互の連携機能を中心に特定非営利活動法人やまなし会を設立することとなりました。
特定非営利活動法人やまなし会は、民設民営形態で、企業や行政から自主自立で運営し、企業・行政からのＮＰＯ支援の窓口役を担います。また、ＮＰＯ相互の連携機能、情報の収集・発信の共有機能、ＮＰＯ法に関わる支援の実務、ＮＰＯ法人の会計処理実務、様々な書類作成実務、ＮＰＯを模索する個人への法人設立支援などを具体的に実践する場として構想し、設立します。

２　申請に至るまでの経過

平成○年○月の○○会主催のＮＰＯ学習会に集まったメンバーにおいて、山梨におけるＮＰＯ支援組織の必要性が確認され、同年○月○日、山梨太郎他５名を発起人とする設立準備委員会が設立され、数回に及ぶ協議を重ね、設立趣旨書案を作成、県内のボランティア組織や市民活動団体に呼びかけ、同年○月○日、県内の２５団体１５８名からなる「特定非営利活動法人やまなし会」設立総会を開催し、特定非営利活動法人として山梨県知事に設立の認証申請を行うこととした。

○○年○○月○○日

特定非営利活動法人○○○○　　　　　　　　　　

設立代表者　住所又は居所　・・・・　　　　　　

氏名　○○○○　　　　　　　印　

２部提出する








